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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
 

 第
３
９
条
 
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い

て
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
は
表
３
９
－
１
に
定
め
る
事
項
を
運
転
上

の
制
限
と
す
る
。
た
だ
し
，
原
子
炉
停
止
時
冷
却
系
起
動
準
備
お
よ

び
原
子
炉
停
止
時
冷
却
系
の
運
転
中
は
，
当
該
低
圧
注
水
系
（
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
系
）
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

  ２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
，
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。

 

（
１
）
電
気
課
長
は
，
定
事
検
停
止
時
に
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
お
よ
び
低
圧
注
水
系
が
模
擬
信
号
で

作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
，
そ
の
結
果
を
発
電
管
理
課
長
に
通
知

す
る
。
 

（
２
）
計
測
制
御
課
長
は
，
定
事
検
停
止
時
に
，
自
動
減
圧
系
が
模

擬
信
号
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
，
そ
の
結
果
を
発
電
管
理
課

長
に
通
知
す
る
。
 

（
３
）
原
子
炉
課
長
は
，
定
事
検
停
止
時
に
，
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
が
手
動
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
，
そ
の
結
果
を
発
電
管
理

課
長
に
通
知
す
る
。
 

（
４
）
発
電
課
長
は
，
定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
前
に
表
３
９

－
２

(項
目
３

)に
定
め
る
事
項
な
ら
び
に
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
お
よ
び
低
圧
注
水
系
（
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
系
）
の
主
要
な
手
動
弁
と
電
動
弁
が
原
子
炉
の
状
態
に
応

じ
た
開
閉
状
態
お
よ
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

※
１
 

（
５
）
発
電
課
長
は
，
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温

停
止
に
お
い
て
，
表
３
９
－
２

(項
目
３
を
除
く
。

)に
定
め
る
事

項
を
確
認
す
る
。
 

 

３
．
発
電
課
長
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
，
表
３
９
－
３
－
１

ま
た
は
表
３
９
－
３
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

    

（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
 

第
３
９
条
 

〔
１
号
炉
，
２
号
炉
，
３
号
炉
，
４
号
炉
及
び
５
号
炉
〕
 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
（
自
動
減
圧
系
に

つ
い
て
は
原
子
炉
圧
力
が
０
．
８
４

MP
a[

ga
ge
]
以
上
）
に
お
い
て
，

非
常

用
炉

心
冷

却
系

は
表

３
９

－
１

で
定

め
る

事
項

を
運

転
上

の

制
限
と
す
る
。
た
だ
し
，
原
子
炉
停
止
時
冷
却
系
起
動
準
備
及
び
原

子
炉
停
止
時
冷
却
系
の
運
転
中
は
，
当
該
低
圧
注
水
系
（
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
系
）
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
，
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

（
１
）
運
転
評
価
Ｇ
Ｍ
は
，
定
事
検
停
止
時
に
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
注
水
系
，
自
動
減
圧
系
が
模
擬
信
号

で
作
動

す
る

こ
と
及

び
格
納

容
器

ス
プ

レ
イ
系

が
手
動

で
作

動
す

る
こ
と
を
確
認
し
，
そ
の
結
果
を
当
直
長
に
通
知
す
る
。
 

      （
２
）
当
直
長
は
，
定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
前
に
表
３
９
－
２
（
項

目
３
）
に
定
め
る
事
項
及
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系
，
低
圧
注
水
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
）
の
主
要
な
手

動
弁
と

電
動

弁
が
原

子
炉
の

状
態

に
応

じ
た
開

閉
状
態

並
び

に
主

要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

※
１
 

 （
３
）
当
直
長
は
，
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
（
自

動
減
圧
系
に
つ
い
て
は
原
子
炉
圧
力
が
０
．
８
４
MP

a[
ga
ge

]
以
上
）

に
お
い
て
，
表
３
９
－
２
（
項
目
３
を
除
く
。）

に
定
め
る
事
項
を
確

認
す
る
。
 

３
．
当
直
長
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
，
表
３
９
－
３
－
１
又
は

表
３
９
－
３
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

    

（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
 

〔
２
号
炉
〕
 

第
３
９
条
 
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い

て
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
は
，
表
３
９
－
１
に
定
め
る
事
項
を
運
転

上
の
制
限
と
す
る

※
１
。
た
だ
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷

却
モ
ー
ド
の
起
動
準
備
中
お
よ
び
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷

却
モ
ー
ド
の
運
転
中
は
，
当
該
低
圧
注
水
系
（
格
納
容
器
冷
却
系
）

の
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

 ２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
，
前
項
に
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
，
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

（
１
）
課
長
（
第
一
発
電
）
は
，
定
事
検
停
止
時
に
，
高
圧
炉
心
ス
プ

レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
注
水
系
お
よ
び
自
動
減
圧

系
が
模
擬
信
号
で
作
動
す
る
こ
と
お
よ
び
格
納
容
器
冷
却
系
が
手
動

で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

      （
２
）
当
直
長
は
，
定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
前
に
表
３
９
－
２

（
項
目
３
）
に
定
め
る
事
項
な
ら
び
に
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
注
水
系
（
格
納
容
器
冷
却
系
）
の
主
要

な
手
動
弁
と
電
動
弁
が
原
子
炉
の
運
転
状
態
に
応
じ
た
開
閉
状
態
に

あ
る
こ
と
お
よ
び
主
要
配
管

※
２
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 （
３
）
当
直
長
は
，
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止

に
お
い
て
，
表
３
９
－
２
（
項
目
３
を
除
く
。）

に
定
め
る
事
項
を
確

認
す
る
。

※
１
 

 ３
．
当
直
長
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
，
第
１
項
に
定
め
る
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
，
表
３
９
－
３
－

１
ま
た
は
表
３
９
－
３
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

    

T
S
-9
3
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ
系
お
よ
び
原
子
炉
隔

離
時
冷
却
系
の
第
一
水
源

変
更
に
係
る
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
 

                                 

2



島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

                                      

〔
６
号
炉
及
び
７
号
炉
〕
 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
隔
離
時

冷
却

系
及

び
自

動
減

圧
系

に
つ

い
て

は
原

子
炉

圧
力

が
１

．
０

３

MP
a[
ga
ge
]
以
上
か
つ
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
お
い
て
は
，
原
子

炉
起
動
時
に
実
施
す
る
運
転
確
認
終
了
後
）
に
お
い
て
，
非
常
用
炉

心
冷

却
系

は
表

３
９

－
１

で
定

め
る

事
項

を
運

転
上

の
制

限
と

す

る
。
た
だ
し
，
原
子
炉
停
止
時
冷
却
系
起
動
準
備
及
び
原
子
炉
停
止

時
冷
却
系
の
運
転
中
は
，
当
該
低
圧
注
水
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

冷
却
系
）
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

ま
た
，
７
号
炉
の
高
圧
代
替
注
水
系
起
動
準
備
及
び
運
転
中
は
，

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
動
作
不
能
と
み
な
さ
な
い
。
 

 

２
．
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
前
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
，
次
の
各
号
を
実
施
す
る
。
 

（
１
）
運
転
評
価
Ｇ
Ｍ
は
，
定
事
検
停
止
時
に
，
高
圧
炉
心
注
水
系
，
低

圧
注
水

系
及

び
自
動

減
圧
系

が
模

擬
信

号
で
作

動
す
る

こ
と

及
び

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
が
手
動
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
，

そ
の
結
果
を
当
直
長
に
通
知
す
る
。
 

（
２
）
運
転
評
価
Ｇ
Ｍ
は
，
定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
か
ら
定
期
事

業
者
検
査
終
了
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が

模
擬
信
号
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
，
そ
の
結
果
を
当
直
長
に
通

知
す
る
。
 

（
３
）
当
直
長
は
，
定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
前
に
表
３
９
－
２
（
項

目
３
）
に
定
め
る
事
項
及
び
高
圧
炉
心
注
水
系
，
低
圧
注
水
系
（
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
），

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
主
要
な
手

動
弁
と

電
動

弁
が
原

子
炉
の

状
態

に
応

じ
た
開

閉
状
態

並
び

に
主

要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

※
１
 

（
４
）
当
直
長
は
，
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
（
原

子
炉
隔

離
時

冷
却
系

及
び
自

動
減

圧
系

に
つ
い

て
は
原

子
炉

圧
力

が
１
．
０
３

MP
a[
ga
ge
]
以
上
）
に
お
い
て
，
表
３
９
－
２
（
項
目
３

を
除
く
。）

に
定
め
る
事
項
を
確
認
す
る
。
 

３
．
当
直
長
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
第
１
項
で
定
め
る
運
転
上
の
制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
，
表
３
９
－
３
－
１
又
は

表
３
９
－
３
－
２
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

    

                                      

                                      

3



島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

                                      

      ※
１
：
主
要
配
管
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す

る
た
め
の
水
源
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
又
は
復
水
貯
蔵
槽
）

か
ら

ポ
ン

プ
ま

で
の

吸
込

配
管

と
ポ

ン
プ

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
ま
で
の
注
入
配
管
（
格
納
容

器
ス
プ
レ
イ
配
管
）
を
指
し
，
小
口
径
配
管
を
含
ま
な
い
。
ま
た
，

主
要
な
手
動
弁
と
電
動
弁
と
は
，
主
要
配
管
上
の
手
動
弁
及
び
電

動
弁

並
び

に
主

要
配

管
の

満
水

を
維

持
す

る
た

め
に

必
要

な
一

次
弁
を
い
う
。
な
お
，
主
要
配
管
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
配
管
を

除
く
。）

の
満
水
は
，
当
該
主
要
配
管
の
圧
力
低
の
警
報
が
継
続
的

に
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
で
確
認
す
る
。
 

ま
た
，
６
号
炉
及
び
７
号
炉
に
お
け
る
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却

系
の
主
要
配
管
と
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
期
待
さ
れ
て
い

る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
水
源
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
又

は
復
水
貯
蔵
槽
）
か
ら
ポ
ン
プ
ま
で
の
吸
込
配
管
と
ポ
ン
プ
か
ら

原
子
炉
圧
力
容
器
ま
で
の
注
入
配
管
，
並
び
に
タ
ー
ビ
ン
駆
動
用

蒸
気
配
管
及
び
排
気
配
管
を
指
し
，
小
口
径
配
管
を
含
ま
な
い
。

ま
た
，
主
要
な
手
動
弁
と
電
動
弁
と
は
，
主
要
配
管
上
の
手
動
弁

及
び
電
動
弁
並
び
に
主
要
配
管
の
満
水
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
一
次
弁
を
い
う
。
な
お
，
主
要
配
管
で
あ
る
ポ
ン
プ
の
吸
込
配

管
及
び
注
入
配
管
の
満
水
は
，
当
該
主
要
配
管
の
圧
力
低
の
警
報

が
継
続
的
に
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
で
確
認
す
る
。
 

           

※
１
：
自
動
減
圧
系
に
つ
い
て
は
，
原
子
炉
圧
力
が
次
表
の
場
合
に
適

用
す
る
。
 

 項
 

 
目

 
原
子
炉
圧
力

 

自
動
減
圧
系

 
0
.
7
8M
P
a[
g
ag
e
]
以
上
 

 ※
２
：
主
要
配
管
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成

す
る
た
め
の
水
源
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
）
か
ら
ポ
ン

プ
ま
で
の
吸
込
配
管
と
ポ
ン
プ
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
（
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
ま
で
の
注
入
配
管
（
ス
プ
レ
イ
配

管
）
を
指
し
，
小
口
径
配
管
を
含
ま
な
い
。
ま
た
，
主
要
な
手

動
弁
と
電
動
弁
と
は
，
主
要
配
管
上
の
手
動
弁
お
よ
び
電
動
弁

な
ら
び
に
主
要
配
管
の
満
水
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
一
次

弁
を
い
う
。
な
お
，
主
要
配
管
（
ス
プ
レ
イ
配
管
を
除
く
。）

の

満
水
は
，
当
該
主
要
配
管
の
圧
力
計
の
指
示
が
正
圧
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
確
認
す
る
。
 

                      

       【
島
根
固
有
】
 

・
島
根
２
号
は
，
第
一
水

源
変
更
に
伴
い
復
水
貯

蔵
タ
ン
ク
の
安
全
重
要

度
を
見
直
し
た
こ
と
か

ら
，
非
常
用
炉
心
冷
却

系
に
期
待
さ
れ
て
い
る

機
能
を
達
成
す
る
た
め

の
水
源
は
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
み
。
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

表
３
９
－
１
 

                  

項
 目

 
運
転
上
の
制
限

 

（
動
作
可
能
で
あ
る

べ
き
系
列
数
）

 

非
常
用
炉
心

冷
却
系

 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

※
２
 

１
※
７
 

低
圧
注
水
系

※
３
 

（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

※
４
）
 

３
※
７
 

（
２

※
９
）

 

自
動
減
圧
系

※
５
 

（
原
子
炉
圧
力
が

0
.
7
7M
P
a[
g
ag
e
]
以
上
）

 

６
※
８
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

※
６
 

１
※
７
 

※
１
：
主
要
配
管
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た

め
の
水
源
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
ま
た
は
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
（
３

号
炉
に
お
い
て
は
復
水
貯
蔵
槽
）
）
か
ら
ポ
ン
プ
ま
で
の
吸
込
配
管
と

ポ
ン
プ
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
ま
で

の
注
入
配
管
（
ス
プ
レ
イ
配
管
）
を
指
し
，
小
口
径
配
管
を
含
ま
な

い
。
ま
た
，
主
要
な
手
動
弁
と
電
動
弁
と
は
，
主
要
配
管
上
の
手
動
弁

お
よ
び
電
動
弁
な
ら
び
に
主
要
配
管
の
満
水
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
一
次
弁
を
い
う
。
な
お
，
主
要
配
管
（
ス
プ
レ
イ
配
管
を
除
く
。
）

の
満
水
は
，
当
該
主
要
配
管
の
圧
力
計
指
示
が
正
圧
に
な
っ
て
い
る
こ

表
３
９
－
１
 

１
．
１
号
炉
，
２
号
炉
，
３
号
炉
，
４
号
炉
及
び
５
号
炉
 

※
１
：
１
系
列
と
は
，
ポ
ン
プ
及
び
必
要
な
弁
並
び
に
主
要
配
管
を
い
う
。
以
下
，

第
４
０
条
に
お
い
て
同
じ
。

 

※
２
：
１
系
列
と
は
，
ポ
ン
プ
，
熱
交
換
器
及
び
必
要
な
弁
並
び
に
主
要
配
管
を

い
う
。

 

※
３
：
自
動
減
圧
系
の
数
は
，
１
系
列
に
相
当
す
る
弁
数
を
い
う
。

 

 ２
．
６
号
炉
及
び
７
号
炉
 

     

項
 
目

 

運
転
上
の
制
限

 

（
動

作
可

能
で

あ
る

べ

き
系
列
数
）

 

非
常

用
炉

心

冷
却
系

 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

 
１

※
１
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

 
１

※
１
 

低
圧
注
水
系

 

（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
）

 

３
※
１
 

（
２
）

※
２
 

自
動
減
圧
系

 

（
原

子
炉

圧
力

が
０

．
８

４

M
P
a
[g
a
ge
]以

上
）

 

７
※
３
 

項
 
目

 

運
転
上
の
制
限

 

（
動

作
可

能
で

あ
る

べ
き

系
列
数
）

 

非
常

用
炉

心

冷
却
系

 

高
圧
炉
心
注
水
系

※
１
 

２
※
６
 

低
圧
注
水
系

※
２
 

３
※
６
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

※
３
 

（
原

子
炉

圧
力

が
１

．
０

３

M
P
a
[g
a
ge
]以

上
）

 

１
※
６
 

自
動
減
圧
系

※
４
 

（
原

子
炉

圧
力

が
１

．
０

３

M
P
a
[g
a
ge
]以

上
）

 

８
※
７
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系

※

５
 

３
※
８
 

表
３
９
－
１
 

                  項
 

 
目

 

運
転
上
の
制
限

 

（
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き

系
列
数
）

 

非
常
用
炉
心

冷
却
系

 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

※
３
 

１
※
８
 

低
圧
注
水
系

※
４
 

（
格
納
容
器
冷
却
系

※
５
）
 

３
※
８
 

（
２
）

※
10
 

自
動
減
圧
系

※
６
 

６
※
９
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

※
７
 

１
※
８
 

           

                      【
柏
崎
刈
羽
と
の
相
違
】
 

・
炉
型
の
違
い
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

と
で
確
認
す
る
。

 

※
２
：
２
号
炉
の
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計

基
準
拡
張
）
を
兼
ね
る
。

 

※
３
：
２
号
炉
の
低
圧
注
水
系
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡

張
）
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
第
６
６
条
（
６
６
－
４
－
１
，
６

６
－
４
－
３
お
よ
び
６
６
－
５
－
５
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す

る
。
 

  ※
４
：
２
号
炉
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計

基
準
拡
張
）
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
第
６
６
条
（
６
６
－
５
－

５
，
６
６
－
６
－
１
お
よ
び
６
６
－
６
－
２
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確

認
す
る
。

 

  ※
５
：
２
号
炉
の
自
動
減
圧
系
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
お
よ
び
ア
キ
ュ
ム
レ

ー
タ
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
第
６

６
条
（
６
６
－
３
－
２
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

 ※
６
：
２
号
炉
の
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計

基
準
拡
張
）
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
第
６
６
条
（
６
６
－
４
－

２
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
７
：
１
系
列
と
は
，
ポ
ン
プ
１
台
お
よ
び
必
要
な
弁
な
ら
び
に
主
要
配
管
を

い
う
。

 

※
８
：
自
動
減
圧
系
の
数
は
，
１
系
列
に
相
当
す
る
弁
数
を
い
う
。

 

※
９
：
１
系
列
と
は
，
ポ
ン
プ
１
台
，
熱
交
換
器
１
基
お
よ
び
必
要
な
弁
な
ら

び
に
主
要
配
管
を
い
う
。

 

           

 ※
１
：
７
号
炉
の
高
圧
炉
心
注
水
系
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡

張
）
を
兼
ね
る
。

 

※
２
：
７
号
炉
の
低
圧
注
水
系
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
第
６
６
条
（
６
６
－
４
－
１
，
６
６
－
４

－
２
及
び
６
６
－
５
－
５
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：
７
号
炉
の
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基

準
拡
張
）
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
第
６
６
条
（
６
６
－
２
－
１
）

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
５
：
７
号
炉
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設

計
基
準
拡
張
）
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
第
６
６
条
（
６
６
－
５
－

５
，
６
６
－
６
－
１
及
び
６
６
－
６
－
２
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す

る
。

 

  ※
４
：
７
号
炉
の
自
動
減
圧
系
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
及
び
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
第
６
６
条
（
６

６
－
３
－
２
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

    ※
６
：
１
系
列
と
は
，
ポ
ン
プ
及
び
必
要
な
弁
並
び
に
主
要
配
管
を
い
う
。
以
下
，

第
４
０
条
に
お
い
て
同
じ
。

 

※
７
：
自
動
減
圧
系
の
数
は
，
１
系
列
に
相
当
す
る
弁
数
を
い
う
。

 

※
８
：
１
系
列
と
は
，
ポ
ン
プ
，
熱
交
換
器
及
び
必
要
な
弁
並
び
に
主
要
配
管
を

い
う
。

 

           

 ※
３
：
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

を
兼
ね
る
。

 

※
４
：
低
圧
注
水
系
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
を
兼
ね
る
。

動
作
不
能
時
は
，
第
６
５
条
（
６
５
－
４
－
１

 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水

系
（
常
設
），

６
５
－
４
－
２

 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，

６
５
－

５
－

４
 

残
留

熱
代
替

除
去

系
お

よ
び

６
５

－
７
－

１
 

ペ
デ

ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
））

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

 ※
５
：
格
納
容
器
冷
却
系
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
を
兼

ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
第
６
５
条
（
６
５
－
５
－
４

 
残
留
熱
代
替
除

去
系
，
６
５
－
６
－
１

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
，
６
５

－
６
－
２

 
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
，
６
５
－
７
－
１

 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
お
よ
び
６
５
－
７
－
３

 
格
納
容
器

代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
））

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
６
：
自
動
減
圧
系
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
お
よ
び
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
は
，
重

大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
第
６
５
条
（
６
５
－

３
－
２

 
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
手
動
減
圧
）
）
の
運
転
上
の
制
限
も

確
認
す
る
。

 

※
７
：
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

を
兼
ね
る
。

 

 ※
８
：
１
系
列
と
は
，
ポ
ン
プ
１
台
，
必
要
な
弁
お
よ
び
主
要
配
管
を
い
う
。

 

 ※
９
：
自
動
減
圧
系
の
系
列
数
は
，
１
系
列
に
相
当
す
る
弁
数
を
い
う
。

 

※
1
0：

１
系
列
と
は
，
ポ
ン
プ
１
台
，
熱
交
換
器
１
基
，
必
要
な
弁
お
よ
び
主
要

配
管
を
い
う
。

 

           

 【
柏
崎
刈
羽
と
の
相
違
】
 

・
炉
型
の
違
い
 

   【
柏
崎
刈
羽
と
の
相
違
】
 

・
炉
型
の
違
い
 

            【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
女
川
で
は
，
高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
と
低
圧
代

替
注
水
系
（
常
設
）（

直

流
駆
動
低
圧
注
水
ポ
ン

プ
）
の
流
路
の
一
部
を

共
通
化
し
て
い
る
。
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

 表
３
９
－
２
 

項
 目

 
頻

 度
 

１
．
自
動
減
圧
系
の
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が

1
.
1
3M
P
a[
g
ag
e
]
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

２
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
流
量
が

1
,
07
4
m
3 /
h
 以

上
で
，
全
揚
程
が

  
 
m
 以

上
（
３
号
炉
に
つ
い
て
は

2
6
3
m 
以
上
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン

プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
に
際
し
使
用
し

た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
お
よ
び
主
要
配
管
が
満
水

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

３
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
流
量
が

3
2
5m

3 /
h 
以
上

で
，
全
揚
程
が

 
 
 
m
 以

上
（
３
号
炉
に
つ
い
て
は

8
6
1
m 
以
上
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ

の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
に
際
し
使
用
し
た

弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
お
よ
び
主
要
配
管
が
満
水
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停

止
後
の
原

子
炉
起
動

前
に
１
回

 

４
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
お
よ
び

試
験
可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉

状
態
お
よ
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
ヶ
月
に

１
回

 

５
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
流
量
が

1
,
07
4
m
3 /
h
 以

上
で
，
全
揚
程
が

  
 
m
 以

上
（
３
号
炉
に
つ
い
て
は

2
0
3
m 
以
上
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ

の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
に
際
し
使
用
し
た

弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
お
よ
び
主
要
配
管
が
満
水
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

６
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
お
よ
び

試
験
可
能
逆
止
弁
が
開
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま

た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の

開
閉
状
態
お
よ
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

７
．
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が

1,
1
60

m
3 /
h
 以

上

で
，
全
揚
程
が

  
 

m
 以

上
（
２
号
炉
の
残
留
熱
除
去
系

ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
に
つ
い
て
は

 
m 
以
上
，
３
号
炉
に
つ
い
て

は
9
2m
 以

上
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン

プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
に
際
し
使
用
し

１
ヶ
月
に

１
回

 

 表
３
９
－
２
 

１
．
１
号
炉
 

項
 
 
目
 

頻
 
度

 

１
．
自
動
減
圧
系
の

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が
１
．
１
３

 

M
P
a
[g
a
ge
]
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ

月
に

１

回
 

２
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
４
６
０
ｍ

３
／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
２
７
３
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運

転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と

及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ

月
に

１

回
 

３
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
３
６
８
ｍ

３
／

ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
８
６
６
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運

転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と

及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事

検
停

止

後
の

 

原
子

炉
起

動

前
に
１
回

 

４
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
及
び
試

験
可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作

確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態

及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ

月
に

１

回
 

５
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
４
４
１
ｍ

３
／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
２
０
６
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運

転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と

及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ

月
に

１

回
 

６
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
及
び
試

験
可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作

確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態

及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ

月
に

１

回
 

７
．
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
６
３
０
ｍ

３
／
ｈ

以
上
で
，
全
揚
程
が
８
９
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及
び
主

要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ

月
に

１

回
 

 表
３
９
－
２

 

項
 

 
目

 
頻

 
 
度

 

１
．
自
動
減
圧
系
の
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が

1
.
1
6M
P
a[
g
ag
e
]
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
箇
月
に

1

回
 

２
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
全
揚
程
が

2
60
m
以

上
で
流
量
が

1
,
07
4
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転

確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と

お
よ
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
箇
月
に

1

回
 

３
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
全
揚
程
が

8
22

m
以

上
で
流
量
が

3
4
2m

3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転

確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と

お
よ
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止

後
の

 

原
子
炉
起
動

前
に

1
回

 

４
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
注
水
弁
お
よ
び
試
験
可
能

逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確

認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態

お
よ
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
箇
月
に

1

回
 

５
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
全
揚
程
が

1
98

m
以

上
で
，
流
量
が

1,
0
74

m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運

転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ

と
お
よ
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
箇
月
に

1

回
 

６
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
注
水
弁
お
よ
び
試
験
可
能

逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確

認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態

お
よ
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
箇
月
に

1

回
 

７
．
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
の
全
揚
程
が

86
m
以
上
で
，
流

量
が

1
,
16
0
m
3 /
h
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま

た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
に

際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
お
よ
び

主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
箇
月
に

1

回
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
お
よ
び
主
要
配
管
が
満
水

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

８
．
低
圧
注
水
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
，
試
験
可
能
逆
止

弁
，
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
弁
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル

ス
プ
レ
イ
弁
お
よ
び
残
留
熱
除
去
系
試
験
用
調
整
弁
が
開

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確

認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
お
よ
び
主
要
配
管

が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に

１
回

 

                              

８
．
低
圧
注
水
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
，
試
験
可
能
逆
止
弁

及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
格
納
容
器
冷
却
ラ

イ
ン
隔
離
弁
，
圧
力
抑
制
室
ス
プ
レ
イ
注
入
隔
離
弁
並
び

に
残
留
熱
除
去
系
試
験
用
調
節
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し

た
弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

１
ヶ

月
に

１

回
 

 ２
．
２
号
炉
 

項
 
 
目
 

頻
 

 
度

 

１
．
自
動
減
圧
系
の
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が
１
．
１
３

 

M
P
a
[g
a
ge
]
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

２
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
４
６
２

ｍ
３
／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
２
７
４
ｍ
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

３
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
３
６
９
ｍ

３

／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
８
６
３
ｍ
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止
後

の
 

原
子
炉
起
動
前

に
１
回

 

４
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
及
び
試

験
可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

５
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
４
４
１

ｍ
３
／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
２
０
８
ｍ
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

６
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
及
び
試

験
可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

１
ヶ
月
に
１
回

 

８
．
低
圧
注
水
系
（
格
納
容
器
冷
却
系
）
の
注
水
弁
，
ド

ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
弁
，
ト
ー
ラ
ス
ス
プ
レ
イ
弁
，

残
留
熱
除
去
系
テ
ス
ト
弁
お
よ
び
試
験
可
能
逆
止
弁
が

開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動

作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
お
よ
び
主

要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
箇
月
に

1

回
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

                                      

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

７
．
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
６
３
０
ｍ

３
／

ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
９
２
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

８
．
低
圧
注
水
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
，
試
験
可
能
逆
止

弁
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
格
納
容
器

冷
却
ラ
イ
ン
隔
離
弁
，
圧
力
抑
制
室
ス
プ
レ
イ
注
入

隔
離
弁
並
び
に
残
留
熱
除
去
系
試
験
用
調
節
弁
が
開

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

 ３
．
３
号
炉
 

項
 
 
目
 

頻
 

 
度

 

１
．
自
動
減
圧
系
の
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が
１
．
１
３

 

M
P
a
[g
a
ge
]
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

２
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
４
６
２

ｍ
３
／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
２
７
４
ｍ
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

３
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
３
６
９
ｍ

３

／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
８
６
３
ｍ
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止
後

の
 

原
子
炉
起
動
前

に
１
回

 

４
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
及
び
試

験
可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

                                      

５
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
４
４
１

ｍ
３
／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
２
０
５
ｍ
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

６
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
及
び
試

験
可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

７
．
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
６
３
０
ｍ

３
／

ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
８
９
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

８
．
低
圧
注
水
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
，
試
験
可
能
逆
止

弁
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
格
納
容
器

冷
却
ラ
イ
ン
隔
離
弁
，
圧
力
抑
制
室
ス
プ
レ
イ
注
入

隔
離
弁
並
び
に
残
留
熱
除
去
系
試
験
用
調
節
弁
が
開

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

 ４
．
４
号
炉
 

項
 
 
目
 

頻
 

 
度

 

１
．

自
動

減
圧

系
の

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

圧
力

が

１
．
１
１

M
P
a[
g
ag
e
]
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

２
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，

４
６
２
ｍ

３
／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
２
７
４

ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運

転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態

に
あ
る
こ
と
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

                                      

３
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
３
６

９
ｍ

３
／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
８
６
３
ｍ
以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運

転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態

に
あ
る
こ
と
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止
後
の

 

原
子
炉
起
動
前
に
１
回

 

４
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁

及
び
試
験
可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作

動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満

水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

５
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，

４
４
２
ｍ

３
／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
２
１
４

ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運

転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態

に
あ
る
こ
と
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

６
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁

及
び
試
験
可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作

動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満

水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

７
．
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
６
２
８

ｍ
３
／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
８
７
ｍ
以
上
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運

転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態

に
あ
る
こ
と
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

８
．
低
圧
注
水
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
，
試
験
可

能
逆
止
弁
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
に
お

け
る
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
隔
離
弁
，
圧
力

抑
制
室
ス
プ
レ
イ
注
入
隔
離
弁
並
び
に
残
留

熱
除
去
系
試
験
用
調
節
弁
が
開
す
る
こ
と
を

１
ヶ
月
に
１
回
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

                                      

確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作

動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満

水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 ５
．
５
号
炉
 

項
 
 
目
 

頻
 

 
度

 

１
．
自
動
減
圧
系
の
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が
１
．
１
１

M
P
a
[g
a
ge
]
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

２
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
４
６
２

ｍ
３
／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
２
７
４
ｍ
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

３
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
３
６
９
ｍ

３

／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
８
６
３
ｍ
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止
後

の
 

原
子
炉
起
動
前

に
１
回

 

４
．
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
及
び
試

験
可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

５
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
４
４
２

ｍ
３
／
ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
２
１
４
ｍ
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

６
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
及
び
試

験
可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

                                      

７
．
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
，
６
２
９
ｍ

３
／

ｈ
以
上
で
，
全
揚
程
が
９
０
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

８
．
低
圧
注
水
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
，
試
験
可
能
逆
止

弁
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
に
お
け
る
格
納
容
器

冷
却
ラ
イ
ン
隔
離
弁
，
圧
力
抑
制
室
ス
プ
レ
イ
注
入

隔
離
弁
並
び
に
残
留
熱
除
去
系
試
験
用
調
節
弁
が
開

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

 ６
．
６
号
炉
 

項
 
 
目
 

頻
 

 
度

 

１
．
自
動
減
圧
系
の
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が
１
．
１
３

M
P
a
[g
a
ge
]
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

２
．
高
圧
炉
心
注
水
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
７
２
７
ｍ

３
／
ｈ

以
上
で
，
全
揚
程
が
１
９
０
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際

し
て

使
用

し
た

弁
が

待
機

状
態

に
あ

る
こ

と

及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回

 

３
．
高
圧
炉
心
注
水
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
８
２
ｍ

３
／
ｈ

以
上
で
，
全
揚
程
が
８
９
０
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際

し
て

使
用

し
た

弁
が

待
機

状
態

に
あ

る
こ

と

及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事

検
停

止
後

の
 

原
子

炉
起

動
前

に
１
回

 

４
．
高
圧
炉
心
注
水
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
及
び
試
験

可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の

開
閉

状
態

及
び

主
要

配
管

が
満

水
で

あ
る

こ

と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

５
．
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
９
５
４
ｍ

３
／
ｈ
以

上
で
，
全
揚
程
が
１
１
７
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

１
ヶ
月
に
１
回
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

                                      

認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際

し
て

使
用

し
た

弁
が

待
機

状
態

に
あ

る
こ

と

及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

６
．
低
圧
注
水
系
に
お
け
る
注
入
弁
，
試
験
可
能
逆
止
弁
及

び
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

に
お

け
る

格
納

容

器
冷
却
ラ
イ
ン
隔
離
弁
，
圧
力
抑
制
室
ス
プ
レ
イ
注

入
隔

離
弁

並
び

に
残

留
熱

除
去

系
試

験
用

調
節

弁

が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の

開
閉

状
態

及
び

主
要

配
管

が
満

水
で

あ
る

こ

と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

７
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
８
２
ｍ

３

／
ｈ
で
，
全
揚
程
が
運
転
確
認
時
の
原
子
炉
圧
力
に

加
え
て
７
２
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際

し
て

使
用

し
た

弁
が

待
機

状
態

に
あ

る
こ

と

及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回

 

８
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
お
け
る
注
入
弁
及
び
試
験

可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の

開
閉

状
態

及
び

主
要

配
管

が
満

水
で

あ
る

こ

と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

９
．
原
子
炉
圧
力
が
１
．
０
３

MP
a
[
ga
g
e]
相
当

※
１
に
お
い

て
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
８

２
ｍ

３
／
ｈ
で
，
全
揚
程
が
運
転
確
認
時
の
原
子
炉

圧
力

に
加

え
て

８
０

ｍ
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認

す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際

し
て

使
用

し
た

弁
が

待
機

状
態

に
あ

る
こ

と

及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事

検
停

止
後

の
 

原
子

炉
起

動
中

に
１
回

 

1
0
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
お
け
る
注
入
弁
及
び
試
験

可
能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の

開
閉

状
態

及
び

主
要

配
管

が
満

水
で

あ
る

こ

と
を
確
認
す
る
。

 

定
事

検
停

止
後

の
 

原
子

炉
起

動
中

に
１
回

 

※
１
：
原
子
炉
圧
力
設
定
を
当
該
圧
力
と
し
た
場
合
の
原
子
炉
圧
力
を
い
う
。
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
備
考
 

７
．
７
号
炉
 

項
 
 
目
 

頻
 

 
度

 

１
．
自
動
減
圧
系
の
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が

M
P

a
[
g
ag
e
]以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

２
．
高
圧
炉
心
注
水
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
７
２
７
ｍ

３
／
ｈ

以
上
で
，
全
揚
程
が
１
９
０
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

３
．
高
圧
炉
心
注
水
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
８
２
ｍ

３
／
ｈ

以
上
で
，
全
揚
程
が
８
９
０
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止
後

の
 

原
子
炉
起
動
前

に
１
回

 

４
．
高
圧
炉
心
注
水
系
に
お
け
る
注
入
隔
離
弁
及
び
試
験
可

能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

５
．
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
９
５
４
ｍ

３
／
ｈ
以

上
で
，
全
揚
程
が
１
０
９
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

６
．
低
圧
注
水
系
に
お
け
る
注
入
弁
，
注
入
隔
離
弁
，
試
験

可
能
逆
止
弁
及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
に
お

け
る
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
隔
離
弁
，
圧
力
抑
制
室

ス
プ
レ
イ
注
入
隔
離
弁
並
び
に
残
留
熱
除
去
系
試
験

用
調
節
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

７
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
８
２
ｍ

３

／
ｈ
で
，
全
揚
程
が
運
転
確
認
時
の
原
子
炉
圧
力
に

加
え
て
７
２
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

                                      

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

８
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
お
け
る
注
入
弁
及
び
試
験
可

能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 

９
．
原
子
炉
圧
力
が
１
．
０
３

M
P
a
[g
a
ge
]
相
当

※
１
に
お
い

て
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が
１
８

２
ｍ

３
／
ｈ
で
，
全
揚
程
が
運
転
確
認
時
の
原
子
炉
圧

力
に

加
え

て
８

０
ｍ

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す

る
。

 

 
 
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ
と
及

び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止
後

の
 

原
子
炉
起
動
中

に
１
回

 

1
0
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
お
け
る
注
入
弁
及
び
試
験
可

能
逆
止
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 
 
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
及
び
主
要
配
管
が
満
水
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止
後

の
 

原
子
炉
起
動
中

に
１
回

 

※
１
：
原
子
炉
圧
力
設
定
を
当
該
圧
力
と
し
た
場
合
の
原
子
炉
圧
力
を
い
う
。
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

 表
３
９
－
３
－
１
 

条
 件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
が
動
作
不
能
の
場

合
 

A
1
.低

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
2
.低

圧
注
水
系
３
系
列
に
つ
い

て
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

１
０
日
間

 

  速
や
か
に

 

B
.
低
圧
注
水
系
１
系
列

が
動
作
不
能
の
場
合

※
１
 

B
1
.低

圧
注
水
系
１
系
列
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
2
.残

り
の
低
圧
注
水
系
２
系
列

に
つ
い
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

１
０
日
間

 

  速
や
か
に

 

C
.
自
動
減
圧
系
の
弁
の

１
つ
が
動
作
不
能
の

場
合
 

C
1
.自

動
減
圧
系
の
弁
の
１
つ
を

動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

お
よ
び

 

C
2
.高

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
お
よ

び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原

子
炉
圧
力
が

1
.
04

M
Pa
[
ga
g
e]

以
上
の
場
合
）
に
つ
い
て
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
０
日
間

 

   速
や
か
に

 

D
.
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
が
動
作
不
能
の
場

合
 

D
1
.高

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

D
2
.自

動
減
圧
系
（
原
子
炉
圧
力

が
0
.7
7
MP
a
[g
a
ge
]
以
上
の
場

合
）
の
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が

表
３
９
－
２
に
定
め
る
値
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

D
3
.原

子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原

子
炉
圧
力
が

1
.
04

M
Pa
[
ga
g
e]

以
上
の
場
合
）
に
つ
い
て
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

１
０
日
間

 

  速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

表
３
９
－
３
－
１
 

１
．
１
号
炉
，
２
号
炉
，
３
号
炉
，
４
号
炉
及
び
５
号
炉
 

条
 
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

Ａ
．

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
が

動
作

不

能
の
場
合

 

Ａ
１

．
低

圧
炉

心
ス
プ

レ
イ
系

を

動
作

可
能

な
状

態
に

復
旧

す

る
。

 

及
び

 

Ａ
２

．
低

圧
注

水
系
３

系
列
に

つ

い
て

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認
す
る
。

 

１
０
日
間

 

   速
や
か
に

 

Ｂ
．

低
圧

注
水

系
１

系
列

が
動

作
不

能

の
場
合

※
１
 

Ｂ
１

．
低

圧
注

水
系
を

動
作
可

能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

及
び

 

Ｂ
２

．
残

り
の

低
圧
注

水
系
２

系

列
に

つ
い

て
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

   

１
０
日
間

 

  速
や
か
に

 

Ｃ
．

自
動

減
圧

系
の

弁
１

個
が

動
作

不

能
の
場
合

 

Ｃ
１

．
自

動
減

圧
系
の

弁
を
動

作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

及
び

 

Ｃ
２

. 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
及

び
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

に
つ

い
て

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認
す
る
。

 

１
０
日
間

 

  速
や
か
に

 

Ｄ
．

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
が

動
作

不

能
の
場
合

 

Ｄ
１

．
高

圧
炉

心
ス
プ

レ
イ
系

を

動
作

可
能

な
状

態
に

復
旧

す

る
。

 

及
び

 

Ｄ
２
．
自
動
減
圧
系
（
原
子
炉
圧
力

が
０
．
８
４

M
Pa
[
ga
g
e]
以
上
の

場
合

）
の

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

圧
力

が
表

３
９

－
２

に
定

め
る

値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

Ｄ
３
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原

１
０
日
間

 

   速
や
か
に

 

     速
や
か
に

 

表
３
９
－
３
－
１
 

条
 

 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
低
圧
炉
心
ス
プ
レ

イ
系
が
動
作
不
能

の
場
合

 

A
1
.低

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
2
.低

圧
注
水
系
３
系
列
に
つ
い

て
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

１
０
日
間

 

  速
や
か
に

 

B
.
低
圧
注
水
系
１
系

列
が
動
作
不
能
の

場
合

※
11
 

B
1
.低

圧
注
水
系
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
2
.残

り
の
低
圧
注
水
系
２
系
列

に
つ
い
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

１
０
日
間

 

  速
や
か
に

 

C
.
自
動
減
圧
系
の
弁

の
１
つ
が
動
作
不

能
の
場
合

 

C
1
.自

動
減
圧
系
の
弁
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

C
2
.高

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
お
よ

び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原

子
炉
圧
力
が

0
.
74

M
Pa
[
ga
g
e]

以
上
の
場
合
）
に
つ
い
て
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

１
０
日
間

 

  速
や
か
に

 

D
.
高
圧
炉
心
ス
プ
レ

イ
系
が
動
作
不
能

の
場
合

 

D
1
.高

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

お
よ
び

 

D
2
.自

動
減
圧
系

※
１
の
窒
素
ガ
ス

供
給
圧
力
が
表
３
９
－
２
に
定

め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

お
よ
び

 

D
3
.原

子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原

子
炉
圧
力
が

0
.
74

M
Pa
[
ga
g
e]

以
上
の
場
合
）
に
つ
い
て
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

１
０
日
間

 

  速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

E
.
 非

常
用
炉
心
冷

E
1
.高

温
停
止
に
す
る
。

 
２
４
時
間
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
備
考
 

る
。
 

E
.
非
常
用
炉
心
冷
却

系
（
 
自
動
減
圧
系
を

除
く
）
２
系
列
以
上

が
動
作
不
能
の
場
合

 

ま
た
は

 

非
常
用
炉
心
冷
却
系

（
自
動
減
圧
系
を
除

く
）
１
系
列
お
よ
び

自
動
減
圧
系
の
弁

1
 

個
が
動
作
不
能
の
場

合
 

ま
た
は

 

自
動
減
圧
系
の
弁
２

個
以
上
が
動
作
不
能

の
場
合

 

ま
た
は

 

条
件

A
～
D
の
い
ず
れ

か
の
要
求
さ
れ
る
措

置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

E
1
.高

温
停
止
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

E
2
.冷

温
停
止
に
す
る
。
な
お
，

自
動
減
圧
系
が
動
作
不
能
の
場

合
は
，
原
子
炉
圧
力
を

0
.
7
7M
P
a[
g
ag
e
]
未
満
に
す

る
。
 

２
４
時
間

 

３
６
時
間

 

※
１
：
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
，
低
圧
注
水
系
お
よ
び
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
動
作
不
能
と
な
る
場
合
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
さ

れ
る
措
置
を
実
施
す
る
。

 

子
炉

圧
力

が
１

．
０

３

M
P
a
[g
a
ge
]
以
上
の
場
合
）
に
つ

い
て

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認
す
る
。

 

Ｅ
．

非
常

用
炉

心
冷

却
系

（
自

動
減

圧

系
を

除
く

）
２

系

列
以

上
が

動
作

不

能
の
場
合

 

又
は
 

非
常

用
炉

心
冷

却

系
（

自
動

減
圧

系

を
除

く
）

１
系

列

及
び

自
動

減
圧

系

の
弁

１
個

が
動

作

不
能
の
場
合

 

又
は
 

自
動

減
圧

系
の

弁

２
個

以
上

が
動

作

不
能
の
場
合

 

又
は
 

条
件

Ａ
～

Ｄ
の

い

ず
れ

か
の

要
求

さ

れ
る

措
置

を
完

了

時
間

内
に

達
成

で

き
な
い
場
合

 

Ｅ
１
．
高
温
停
止
に
す
る
。

 

及
び

 

Ｅ
２
．
冷
温
停
止
に
す
る
。

 

な
お

，
自

動
減

圧
系

が
動

作
不

能
の

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
を

０
．
８
４

MP
a
[g
a
ge
]未

満
に
す

る
。

 

２
４
時
間

 

３
６
時
間

 

※
１
：
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
，
低
圧
注
水
系
及
び
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
系
の
動
作
不
能
と
な
る
場
合
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
さ
れ
る
措

置
を
実
施
す
る
。

 

却
系
（
自
動
減
圧

系
を
除
く
）
２
系

列
以
上
が
動
作
不

能
の
場
合
 

ま
た
は

 

非
常
用
炉
心
冷
却

系
（
自
動
減
圧
系

を
除
く
）
１
系
列

お
よ
び
自
動
減
圧

系
の
弁
１
つ
が
動

作
不
能
の
場
合

 

ま
た
は

 

自
動
減
圧
系
の
弁

の
２
つ
以
上
が
動

作
不
能
の
場
合

 

ま
た
は

 

条
件

A～
D
の
い

ず
れ
か
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

お
よ
び

 

E
2
.冷

温
停
止
に
す
る
。

 

な
お
，
自
動
減
圧
系
が
動
作
不

能
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
を

0
.
7
8M
P
a[
g
ag
e
]
未
満
に
す

る
。
 

３
６
時
間
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
備
考
 

２
．
６
号
炉
及
び
７
号
炉
 

条
 
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

Ａ
．

高
圧

炉
心

注
水

系
１

系
列

が
動

作

不
能
の
場
合

 

Ａ
１
．
高
圧
炉
心
注
水
系
１
系
列

を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

及
び

 

Ａ
２
．
残
り
の
高
圧
炉
心
注
水
系

に
つ
い
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

Ａ
３
．
自
動
減
圧
系
（
原
子
炉
圧
力

が
１
．
０
３

M
P
a[
g
ag
e
]
以
上
の

場
合
）
の
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給

圧
力
が
表
３
９
－
２
に
定
め
る

値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

Ａ
４
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原

子
炉

圧
力

が
１

．
０

３

M
P
a
[g
a
ge
]
以
上
の
場
合
）
に
つ

い
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

１
０
日
間

 

速
や
か
に

 

速
や
か
に

 

速
や
か
に

 

Ｂ
．

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
が

動
作

不

能
の
場
合

 

Ｂ
１
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を

動
作

可
能

な
状

態
に

復
旧

す

る
。
 

及
び

 

Ｂ
２
．
高
圧
炉
心
注
水
系
２
系
列

に
つ
い
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

Ｂ
３
．
自
動
減
圧
系
（
原
子
炉
圧
力

が
１
．
０
３

M
P
a[
g
ag
e
]
以
上
の

場
合
）
の
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給

圧
力
が
表
３
９
－
２
に
定
め
る

値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
０
日
間

 

速
や
か
に

 

速
や
か
に

 

Ｃ
．

自
動

減
圧

系
の

弁
１

個
が

動
作

不

能
の
場
合

 

Ｃ
１
．
自
動
減
圧
系
の
弁
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

及
び

 

１
０
日
間
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

                                      

Ｃ
２
．
高
圧
炉
心
注
水
系
２
系
列

に
つ
い
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

Ｃ
３
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原

子
炉

圧
力

が
１

．
０

３

M
P
a
[g
a
ge
]
以
上
の
場
合
）
に
つ

い
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。

 

 速
や
か
に

 

    速
や
か
に

 

Ｄ
．

低
圧

注
水

系
１

系
列

が
動

作
不

能

の
場
合

※
１
 

Ｄ
１
．
低
圧
注
水
系
１
系
列
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

及
び

 

Ｄ
２
．
残
り
の
低
圧
注
水
系
２
系

列
に
つ
い
て
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
０
日
間

 

   速
や
か
に

 

   

Ｅ
．

非
常

用
炉

心
冷

却
系

（
自

動
減

圧

系
を

除
く

）
２

系

列
以

上
が

動
作

不

能
の
場
合

 

又
は
 

 
非

常
用

炉
心

冷
却

系
（

自
動

減
圧

系

を
除

く
）

１
系

列

及
び

自
動

減
圧

系

の
弁

１
個

が
動

作

不
能
の
場
合

 

又
は
 

 
自

動
減

圧
系

の
弁

２
個

以
上

が
動

作

不
能
の
場
合

 

又
は
 

 
条

件
Ａ

～
Ｄ

の
い

ず
れ

か
の

要
求

さ

れ
る

措
置

を
完

了

時
間

内
に

達
成

で

Ｅ
１
．
高
温
停
止
に
す
る
。

 

及
び

 

Ｅ
２
．
冷
温
停
止
に
す
る
。

 

な
お
，
自
動
減
圧
系
が
動
作
不

能
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
を

１
．
０
３

M
Pa
[
ga
g
e]
未
満
に
す

る
。

 

２
４
時
間

 

  ３
６
時
間
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
備
考
 

表
３
９
－
３
－
２
 

条
 件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
１
系
列
が
動
作
不

能
の
場
合

※
１
 

A
1
.格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
１
系

列
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧

す
る
。

 

お
よ
び

 

A
2
.残

り
の
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
に
つ
い
て
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
０
日
間

 

速
や
か
に

 

B
.
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
２
系
列
が
動
作
不

能
の
場
合

 

ま
た
は

 

条
件

A
 で

要
求
さ
れ

る
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い

場
合
 

B
1
.高

温
停
止
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
2
.冷

温
停
止
に
す
る
。

 

２
４
時
間

 

３
６
時
間

 

※
１
：
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
，
低
圧
注
水
系
お
よ
び
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
系
の
動
作
不
能
と
な
る
場
合
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
さ

れ
る
措
置
を
実
施
す
る
。

 

き
な
い
場
合

 

※
１
：
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
，
低
圧
注
水
系
及
び
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
冷
却
系
の
動
作
不
能
と
な
る
場
合
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
さ
れ

る
措
置
を
実
施
す
る
。

 

表
３
９
－
３
－
２
 

１
．
１
号
炉
，
２
号
炉
，
３
号
炉
，
４
号
炉
及
び
５
号
炉
 

※
１
：
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
，
低
圧
注
水
系
及
び
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
系
の
動
作
不
能
と
な
る
場
合
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
さ
れ
る
措

置
を
実
施
す
る
。

 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

Ａ
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
１

系
列

が
動

作
不

能
の
場
合

※
１
 

Ａ
１
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系

を
動

作
可

能
な

状
態

に

復
旧
す
る
。

 

及
び

 

Ａ
２
．
残
り
の
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ

系
に

つ
い

て
動

作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確

認
す
る
。

 

１
０
日
間

 

速
や
か
に

 

Ｂ
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

系
２

系
列

が
動

作
不

能
の
場
合

※
１
 

又
は

 

条
件

Ａ
で

要
求

さ
れ

る
措

置
を

完
了

時
間

内
に

達
成

で
き

な
い

場
合
 

Ｂ
１
．
高
温
停
止
に
す
る
。

 

及
び

 

Ｂ
２
．
冷
温
停
止
に
す
る
。

 

２
４
時
間

 

３
６
時
間

 

表
３
９
－
３
－
２
 

条
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
格
納
容
器
冷
却
系
１
系

列
が
動
作
不
能
の
場
合

※
11

A
1
.格

納
容
器
冷
却
系
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。

 

お
よ
び

 

A
2
.残

り
の
格
納
容
器
冷
却

系
１
系
列
に
つ
い
て
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

１
０
日
間

 

速
や
か
に

 

B
.
格
納
容
器
冷
却
系
２
系

列
が
動
作
不
能
の
場
合

※
11

ま
た
は

 

条
件

A
で
要
求
さ
れ
る

措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合

 

B
1
.高

温
停
止
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
2
.冷

温
停
止
に
す
る
。

 

２
４
時
間

 

３
６
時
間

 

※
1
1：

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
，
低
圧
注
水
系
お
よ
び
格
納

容
器
冷
却
系
の
動
作
不
能
と
な
る
場
合
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
さ
れ
る

措
置
を
実
施
す
る
。
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

２
．
６
号
炉
及
び
７
号
炉
 

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

Ａ
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

冷
却

系
１

系
列

が
動

作
不
能
の
場
合

※
１
 

Ａ
１
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷

却
系

を
動

作
可

能
な

状
態

に
復
旧
す
る
。

 

及
び

 

Ａ
２
．
残
り
の
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ

冷
却

系
に

つ
い

て
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す
る
。

 

１
０
日
間

 

    速
や
か
に

 

Ｂ
．
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

冷
却

系
２

系
列

以
上

が
動
作
不
能
の
場
合

※

１
 

又
は

 

条
件

Ａ
で

要
求

さ
れ

る
措

置
を

完
了

時
間

内
に

達
成

で
き

な
い

場
合
 

Ｂ
１
．
高
温
停
止
に
す
る
。

 

及
び

 

Ｂ
２
．
冷
温
停
止
に
す
る
。

 

２
４
時
間

 

 ３
６
時
間

 

 

※
１
：
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
の
故
障
等
に
よ
り
，
低
圧
注
水
系
及
び
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
の
動
作
不
能
と
な
る
場
合
は
，
そ
れ
ぞ

れ
の
要
求
さ
れ
る
措
置
を
実
施
す
る
。
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

表
６
６
－
２

 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原

子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

 ６
６
－
２
－
１

 
高
圧
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

高
圧
代
替
注
水
系

 

（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
 

高
圧
代
替
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と

※
１
※
２
※
３
 

 

適
用
さ
れ
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
設

 
備
 

所
要
数

 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止

 

（
原
子
炉
圧
力
が

 

1
.
0
4M
P
a[
g
ag
e
]

以
上
か
つ
原
子
炉

起
動
時
に
実
施
す

る
運
転
確
認
終
了

後
）
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ

 
１
台

 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

 
※
４

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 
※
５

 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備

 
※
６

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 
※
７

 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備

 
※
８

 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備

 
※
９

 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
起
動
準
備
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
運
転
中

は
，
高
圧
代
替
注
水
系
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
３
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，
「
第
４
１
条

 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
」

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
４
：
「
６
６
－
１
１
－
１

 
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」
に
お
い
て
運

転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

  

※
５
：
「
６
６
－
１
２
－
２

 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：
「
６
６
－
１
２
－
５

 
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：
「
６
６
－
１
２
－
１

 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
８
：
「
６
６
－
１
２
－
４

 
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
９
：
「
６
６
－
１
２
－
３

 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運

転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

 

表
６
６
－
２
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原

子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

 ６
６
－
２
－
１

 
高
圧
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

高
圧
代
替
注
水
系
（
中
央
制

御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）

 

高
圧
代
替
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
※
１
※
２
※
３
 

 

適
用
さ
れ
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
設

 
備
 

所
要
数

 

運
 
 
転

 

起
 
 
動

 

高
温
停
止

 

（
原
子
炉
圧
力
が
１
．
０

３
M
Pa
[
ga
g
e]
以
上
の
場

合
）

 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ

 
１
台
 

復
水
貯
蔵
槽

 
※
４
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 
※
５
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

 
※
６
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 
※
７
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備

 
※
８
 

 ※
１
：
必
要
な
弁
及
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
原
子

炉
隔
離
時

冷
却
系
起

動
準
備

及
び
原
子
炉

隔
離
時
冷

却
系
運
転

中

は
，
高
圧
代
替
注
水
系
を
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
３
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，
「
第
３
９
条

 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の

１
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
４
：
「
６
６
－
１
１
－
１

 
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」
に
お
い
て
運

転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
５
：
「
６
６
－
１
２
－
２

 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上

の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：
「
６
６
－
１
２
－
５

 
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制

限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：
「
６
６
－
１
２
－
１

 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
８
：
「
６
６
－
１
２
－
４

 
所
内
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流

電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

   

表
６
５
－
２
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原

子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

 ６
５
－
２
－
１

 
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔

起
動
）
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 

運
転
上
の
制
限

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

 

（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
※
３
 

 

適
用
さ
れ
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
設

 
備
 

所
要
数

 

運
 
転

 

起
 
動

 

高
温
停
止

 

（
原
子
炉
圧
力
が

0
.
7
4M
P
a[
g
ag
e
]
以
上
の
場

合
）

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

 
１
台
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

 
※
４
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 
※
５
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

 
※
６
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 
※
７
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備

 
※
８
 

 ※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
起
動
準
備
中
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の

運
転
中
は
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
３
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
〔
２

号
炉
〕
）
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
４
：
第
４
６
条
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
位
）
に
お
い
て
運
転
上
の

制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
５
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
２

 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い

て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
４

 
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運

転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
１

 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て

運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
８
：
第
６
５
条
（
６
５
－
１
２
－
３

 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
お
よ

び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
）
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

   

T
S
-2
5
 

６
５

－
２

－
１
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠

隔
起
動
）
 

T
S
-9
2
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子

炉
代
替
注
水
系
の
低
圧
運

転
点
に
お
け
る
確
認
運
転

に
つ
い
て
 

    ・
Ｓ
Ａ
水
源
の
相
違
 

    【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
使
用
す
る
電
源
設
備
の

相
違
 

 【
柏
崎
刈
羽
と
の
相
違
】
 

・
整
理
条
文
の
相
違
 

 ・
Ｓ
Ａ
水
源
の
相
違
 

         【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
使
用
す
る
電
源
設
備
の

相
違
 

23



島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
備
考
 

（
２
）
確
認
事
項

項
 
目

 
頻

 
度
 

担
 
当

 

１
．
中
央
制
御
室
の
操
作
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
，

Ｒ
Ｃ

Ｉ
Ｃ

蒸
気

供
給

ラ
イ

ン
分

離
弁

が

閉
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作

確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止

後
の
原
子
炉

起
動
前
に
１

回
 

発
電
課

長
 

２
．
原
子
炉
圧
力
が

1
.0
4
MP
a
[g
a
g
e]
相
当

※
10

に
お
い
て
，
高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
の

流
量
が

. 
m
3 /
h
以
上
で
，
揚
程
が
運
転

確
認
時
の
原
子
炉
圧
力
に
加
え
て

。
m
以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ

ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確

認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止

後
の
原
子
炉

起
動
中
に
１

回
 

発
電
課

長
 

３
．
原
子
炉
圧
力
が

1
.0
4
MP
a
[g
a
g
e]
相
当

※
10

に
お
い
て
，
中
央
制
御
室
の
操
作
ス
イ
ッ

チ
に
よ
り
，
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
注
入
弁
が
開
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，

動
作

確
認

に
際

し
て

作
動

し
た

弁
の

開

閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止

後
の
原
子
炉

起
動
中
に
１

回
 

発
電
課

長
 

４
．
原
子
炉
圧
力
が

1.
0
4M
P
a[
g
a
g
e]
以
上
に

お
い
て
，
高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ

の
流

量
が

. 
m
3 /
h
以
上
で
，
揚
程
が
運
転
確

認
時
の
原
子
炉
圧
力
に
加
え
て

。
m
以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン

プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認

に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１

回
 

発
電
課

長
 

（
２
）
確
認
事
項

項
 
目

 
頻

 
度

 
担
当

 

１
．
高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ

の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
に

際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

待
機
状
態

 

と
な
る

 

前
に
１
回
 

原
子

炉
Ｇ

Ｍ
 

２
．
高
圧
代
替
注
水
系
に
お
け
る
注
入
弁
が
開

す
る
こ
と
及
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
過

酷
事
故
時
蒸
気
止
め
弁

が
動
作
可
能
（
中

操
全
閉
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま

た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て

作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 

待
機
状
態

 

と
な
る

 

前
に
１
回
 

当
直
長

 

３
．
原
子
炉
圧
力
が
１
．
０
３

MP
a
[
ga
g
e]
以
上

に
お
い
て
，
高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
の

流
量
が
図
６
６
－
２
－
１
に
定
め
る
領
域

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ

ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確

認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検

 

停
止
後
の

 

原
子
炉

 

起
動
中

 

に
１
回

 

当
直
長

 

４
．
高
圧
代
替
注
水
系
に
お
け
る
注
入
弁
が
開

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確

認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁

の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検

 

停
止
後
の

 

原
子
炉

 

起
動
中

 

に
１
回

 

当
直
長

 

５
．
原
子
炉
圧
力
が
１
．
０
３

MP
a
[
ga
g
e]
以
上

に
お
い
て
，
高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
の

流
量
が
図
６
６
－
２
－
１
に
定
め
る
領
域

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ

ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確

認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月

 

に
１
回

 
当
直
長

 

（
２
）
確
認
事
項

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当

 

1
.
原
子
炉
圧
力
が

0.
7
4M
P
a[
ga
g
e
]
相
当

※

９
に
お
い
て
，高

圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン

プ
の
流
量
が
図
６
５
－
２
－
１
に
定
め
る

領
域
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転

確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止
時

 
課

長
(
原

子
炉

) 

2
.
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
タ
ー
ビ
ン
蒸
気
入

口
弁
が
閉
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動

し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
定
事
検
停
止
時

 
当
直
長

 

3
.
原
子
炉
圧
力
が

0
.9
8
MP
a
[g
ag
e
]
相
当

※
10

に
お
い
て
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン

プ
の
流
量
が
図
６
５
－
２
－
１
に
定
め
る

領
域
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転

確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止
後

の
原
子
炉
起
動

中
に
１
回

 

当
直
長

 

4
.
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
お
け
る
注
入

弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動

し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止
後

の
原
子
炉
起
動

中
に
１
回

 

当
直
長

 

5
.
原
子
炉
圧
力
が

0
.7
4
MP
a
[g
ag
e
]以

上
に

お
い
て
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

の
流
量
が
図
６
５
－
２
－
１
に
定
め
る
領

域
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の
運
転

確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
箇
月
に
１
回

 
当
直
長

 

【
島
根
固
有
】
 

・
島
根
は
，
高
圧
原
子
炉

代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
低

圧
運
転
点

（
0
.
7
4
M
P
a[
g
a
g
e
]）

に

お
け
る
性
能
確
認
を
，

定
事
検
停
止
時
に
実
施

す
る
。

【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
島
根
は
ポ
ン
プ
性
能
を

図
に
示
し
て
い
る
。

【
島
根
固
有
】
 

・
島
根
は
，
高
圧
原
子
炉

代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
低

圧
運
転
点
（

0
.
7
4
MP
a

[
g
a
g
e
]
）
で
の
運
転
を

考
慮
し
て
い
る
。

【
女
川
と
の
相
違
】
 

・
島
根
は
ポ
ン
プ
性
能
を

図
に
示
し
て
い
る
。
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
 

備
考
 

５
．
原
子
炉
圧
力
が

1.
0
4M
P
a[
g
a
g
e]
以
上
に

お
い
て
，
中
央
制
御
室
の
操
作
ス
イ
ッ
チ

に
よ
り
，
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
注

入
弁
が
開
す
る
こ

と
お
よ
び
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
が

閉
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作

確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１

回
 

発
電
課

長
 

   ※
1
0：

主
蒸
気
圧
力
設
定
を
当
該
圧
力
と
し
た
場
合
の
原
子
炉
圧
力
を
い
う
。

 

                           

６
．
原
子
炉
圧
力
が
１
．
０
３

MP
a
[
ga
g
e]
以
上

に
お
い
て
，
高
圧
代
替
注
水
系
に
お
け
る

注
入
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま

た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て

作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月

 

に
１
回

 
当
直
長

 

         図
６
６

-２
-１

 

 

           

6
.
原
子
炉
圧
力
が

0
.7
4
MP
a
[g
ag
e
]以

上
に

お
い
て
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
お

け
る
注
入
弁
が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に

際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認

す
る
。

 

１
箇
月
に
１
回

 
当
直
長

 

※
９
：
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
タ
ー
ビ
ン
入
口
に
お
け
る
圧
力
が
原
子
炉
圧

力
0
.7
4
MP
a
[g
a
ge
]
に
て
運
転
し
た
圧
力
と
同
等
と
な
る
よ
う
所
内
蒸
気

圧
力
を
調
整
し
て
確
認
す
る
。

 

※
1
0：

主
蒸
気
圧
力
設
定
を
当
該
圧
力
と
し
た
場
合
の
原
子
炉
圧
力
を
い
う
。

 

    図
６
５

-２
-１

 

 

           

 【
島
根
固
有
】
 

・
島
根
は
，
高
圧
原
子
炉

代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
低

圧
運
転
点
（

0
.
7
4
MP
a 

[
g
a
g
e
]）

で
の
運
転
を

考
慮
し
て
い
る
。
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島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
比
較
表

 

赤
字
：
設
備
，
運
用
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
あ
り
）

 

緑
字
：
記
載
表
現
，
記
載
箇
所
，
名
称
等
の
相
違
（
実
質
的
な
相
違
な
し
，
従
前
か
ら
の
条
文
構
成
の
相
違
等
）

 

下
線
：
島
根
変
更
前
（
旧
条
文
）
か
ら
の
変
更
箇
所

 

〇
〇
：
補
正
申
請
（
20
23
.1
.3
1）

か
ら
の
変
更
箇
所
 

女
川
原
子
力
発
電
所
（

20
23
.2

.2
5
 
施
行
）
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 
７
号
炉
（
20
20

.1
1.
9
 
施
行
）
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉

 
備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

条
 
件
 

要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
高

圧
代

替
注

水

系
が

動
作

不
能

の
場
合

A
1
.発

電
課
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
を
起

動
し

，
動

作
可

能
で
あ

る
こ

と
を
確

認
す

る
と

と
も

に
，
そ

の
他

の
設
備

※
11
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
2
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
と
同
等
な

機
能
を

持
つ

重
大

事
故

等
対
処

設
備

※
12
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

 

お
よ
び

 

A
3
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

速
や
か
に

 

３
日
間

 

３
０
日
間

 

B
.
原

子
炉

隔
離

時

冷
却

系
と

共
用

す
る

配
管

ま
た

は
弁

が
動

作
不

能
の
場
合

B
1
.発

電
課
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
を
起

動
し

，
動

作
可

能
で
あ

る
こ

と
を
確

認
す

る
と

と
も

に
，
そ

の
他

の
設
備

※
11
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
2
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

速
や
か
に

 

３
日
間

 

C
.
条
件

A
ま
た
は

B
で

要
求

さ
れ

る
措

置
を

完
了

時
間

内
に

達
成

で
き
な
い
場
合

C
1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び

 

C
2
.
発

電
課

長
は

，
原

子
炉

圧
力

を

1
.
0
4M
P
a[
g
ag
e
]
未
満
に
す
る
。

 

２
４
時
間

 

３
６
時
間

 

※
1
1：

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等

に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
1
2：

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
い
う
。

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

Ａ
．

高
圧

代
替

注
水

系
が

動
作

不
能

の
場
合

 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
高
圧
炉
心
注
水
系

１
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
，
そ
の
他
設
備

※
９
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
と
同
等

な
機

能
を

持
つ

重
大

事
故

等
対

処
設

備
※

１
０
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

Ａ
３
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

速
や
か
に

 

３
日
間

 

３
０
日
間

 

Ｂ
．

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
と

共
用

す
る

配
管

又
は

弁
が

動
作

不
能

の
場
合

 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
高
圧
炉
心
注
水
系

１
系

列
及

び
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

及
び

 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

速
や
か
に

 

１
０
日
間

 

Ｃ
．

条
件

Ａ
又

は
Ｂ

で
要

求
さ

れ
る

措
置

を
完

了
時

間
内

に
達

成
で

き
な
い
場
合

 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び

 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
原
子
炉
圧
力
を
１
．

０
３
M
P
a[
g
ag
e
]
未
満
に
す
る
。
 

２
４
時
間

 

３
６
時
間

 

※
９
：
残
り
の
高
圧
炉
心
注
水
系
１
系
列
及
び
高
圧
炉
心
注
水
系
に
接
続
す
る
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
1
0：

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
い
う
。

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

条
 
件

 
要
求
さ
れ
る
措
置

 
完
了
時
間

 

A
.
高
圧
原
子
炉

代
替
注
水
系

が
動
作
不
能

の
場
合

 

A
1
.
当
直
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

を
起
動
し
，
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
と
と

も
に
，
そ
の
他
設

備
※

10
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

A
2
.
当
直
長
は
，
当
該
系
統
と
同
等
な
機

能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
11

が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び

 

A
3
.
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

速
や
か
に

 

３
日
間

 

３
０
日
間

 

B
.
原
子
炉
隔
離

時
冷
却
系
と

共
用
す
る
配

管
ま
た
は
弁

が
動
作
不
能

の
場
合

 

B
1
.
当
直
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

を
起
動
し
，
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
と
と

も
に
，
そ
の
他
設

備
※

10
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認
す
る
。

 

お
よ
び

 

B
2
.
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能

な
状
態
に
復
旧
す
る
。

 

速
や
か
に

 

３
日
間

 

C
.
条
件

A
ま
た

は
B
で
要
求

さ
れ
る
措
置

を
完
了
時
間

内
に
達
成
で

き
な
い
場
合

 

C
1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。

 

お
よ
び

 

C
2
.当

直
長
は
，
原
子
炉
圧
力
を

0
.
7
4M
P
a[
g
ag
e
]
未
満
に
す
る
。

 

２
４
時
間

 

３
６
時
間

 

※
1
0：

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に

よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
1
1：

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
い
う
。

【
柏
崎
刈
羽
と
の
相
違
】
 

・
島
根
は
常
設
代
替
交
流

電
源
設
備
の
負
荷
と
し

て
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
を
含
め
て
い
な
い
た

め
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ

イ
系
お
よ
び
高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
を
γ
設
備
と

し
て
い
る
。
 

な
お
，
γ
設
備
の
確
認

の
た
め
Ａ
Ｏ
Ｔ
は
３
日

と
す
る
。
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